
広報
いずみざき11

詳
し
く
は
、
ロ
ー
ン
借
入
先
の

金
融
機
関
等
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務

所☎
０
２
４
・
５
３
５
・
０
３
０
１

　

福
島
地
方
法
務
局
と
福
島
県

土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
連
携

し
て
境
界
問
題
の
解
決
を
支
援

し
ま
す
。 

◆
筆
界
特
定
制
度
（
筆
界
を
明

ら
か
に
し
ま
す
）

　

法
務
局
の
職
員
が
専
門
家
の

意
見
を
聴
き
、
申
請
者
等
の
意

見
に
拘
束
さ
れ
ず
に
真
実
の
筆

界
を
探
し
、
現
地
で
筆
界
を
特

定
し
ま
す
。

※
明
渡
し
な
ど
所
有
権
に
関
す

る
問
題
を
直
接
解
決
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
土
地
家
屋
調
査
士
会
Ａ
Ｄ
Ｒ

制
度
（
境
界
全
般
を
解
決
し
ま

す
）

　

土
地
家
屋
調
査
士
が
弁
護
士

と
一
緒
に
相
談
・
調
停
に
応
じ
、

柔
軟
に
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

※
相
手
方
の
応
諾
が
な
い
と
手

続
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
使
間
の
ト

ラ
ブ
ル
に
関
す
る
困
り
ご
と
や

疑
問
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
18
日
㈰

　
　
　
　

10
：
00
～
16
：
00

◆
会
場　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河

※
原
則
と
し
て
事
前
予
約
制
で

す
。

◆
事
前
予
約

　

10
月
16
日
㈮

　

17
：
00
ま
で
受
付

問
福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
５
９
４

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で

は
、
返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

借
金
を
抱
え
、
お
悩
み
の
方
々

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

借
金
の
状
況
を
お
聞
き
し
、

必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を

行
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
、
相
談

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

応
相
談

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

問
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
心
配
ご
と
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

９
月
５
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

◆
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

 

総
合
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

三
村
安
子
・
箭
内
み
つ
ほ

問
泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

　

ま
た
、
国
や
県
の
登
録
を
受

け
ず
に
貸
金
業
を
営
む
、
い
わ

ゆ
る
「
ヤ
ミ
金
融
」
業
者
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ご
利

用
さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
登

録
状
況
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い
る
預

貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
相
談
窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
理

財
課
（
福
島
市
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
除
く
）

　

８
：
30
～
12
：
00

　

13
：
00
～
16
：
30

☎
０
２
４
・
５
３
３
・
０
０
６
４

（
多
重
債
務
相
談
窓
口
専
用
）

　

台
風
19
号
に
よ
り
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
が
「
自
然
災
害
被

災
者
債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免
除
・
減

額
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
債
務
の
免
除
等
に
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
や
借
入

先
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

相　
　

談

心
の
相
談
会

心
配
ご
と
相
談
所

労
働
困
り
ご
と
相
談
会

開
催

多
重
債
務
・
貸
金
業
に

関
す
る
相
談
窓
口

自
然
災
害
被
災
者
債

務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て

筆
界
特
定
制
度
と
土

地
家
屋
調
査
士
会
Ａ

Ｄ
Ｒ
制
度
に
つ
い
て
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ん
。

問
福
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登

記
部
門
（
筆
界
特
定
制
度
に
つ

い
て
）

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
２
０
４
８

問
境
界
紛
争
解
決
支
援
セ
ン
タ

ー
ふ
く
し
ま
（
土
地
家
屋
調
査

士
会
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
に
つ
い
て
）

☎
０
２
４
・
５
３
５
・
３
９
３
７

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は
、

「
公
証
週
間
」
で
す
。

　

遺
産
相
続
、
任
意
後
見
契
約
、

金
銭
貸
借
、
不
動
産
貸
借
、
離

婚
に
際
し
て
の
慰
謝
料
、
養
育

費
な
ど
の
問
題
は
、
後
々
に
も

め
事
を
引
き
お
こ
し
が
ち
で
す
。

そ
ん
な
と
き
遺
言
や
当
事
者
間

の
取
決
め
を
公
正
証
書
に
し
て

お
け
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、

権
利
や
財
産
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
白
河
公
証
役
場

☎
０
２
４
８
・
２
３
・
２
２
０
３

　

９
月
24
日
～
９
月
30
日
は
結

核
予
防
週
間
で
す
。

　

結
核
は
結
核
菌
に
よ
っ
て
主

に
肺
に
炎
症
が
起
こ
る
病
気
で

す
。

　

最
初
は
風
邪
に
似
た
症
状
で

始
ま
り
ま
す
が
、
次
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
は
、

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

・
た
ん
の
絡
む
咳
が
２
週
間
以

上
続
い
て
い
る
。

・
微
熱
、
身
体
の
だ
る
さ
が
２

週
間
以
上
続
い
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
場
合
は
症
状
が
出

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
年
に

一
度
は
検
診
を
受
け
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
５

　

白
河
消
防
本
部
で
は
、
Ｎ
Ｅ

Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
運
用
を
９
月
１
日
午
前
９
時

よ
り
開
始
し
ま
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｔ

１
１
９
は
聴
覚
や
発
話
の
障
が

い
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、

音
声
で
の
１
１
９
番
通
報
が
困

難
な
方
を
対
象
と
し
た
携
帯
電

話
な
ど
を
使
っ
て
消
防
へ
緊
急

通
報
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
を
ご
利
用
い
た

だ
く
に
は
、
事
前
登
録
が
必
要

で
す
。

　

詳
し
く
は
白
河
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
白
河
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
０
１
１
９

✉shirei@
syoubou.shiraka

w
a.jp

◆
救
急
の
日
・
救
急
医
療
週
間

　

厚
生
労
働
省
と
総
務
省
消
防

庁
は
、
救
急
業
務
及
び
救
急
医

療
に
対
す
る
国
民
の
正
し
い
理

解
と
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
９
月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
、

救
急
の
日
を
含
む
一
週
間
（
日

曜
日
か
ら
土
曜
日
）
を
「
救
急

医
療
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

◆
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
つ

い
て

　

救
急
車
は
、
救
急
要
請
場
所

か
ら
最
も
近
い
出
場
可
能
な
救

急
車
が
出
場
し
ま
す
が
、
救
急

出
場
が
増
え
る
と
、
遠
方
か
ら

救
急
車
が
来
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
と
、
「
救
え

る
命
」
が
救
え
な
く
な
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。
救
急
車
は
、

真
に
緊
急
性
の
あ
る
と
き
に
利

用
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
救

急
車
は
皆
さ
ん
の
医
療
資
源
で

あ
り
、
適
正
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

「
消
防
に
関
す
る
世
論
調
査
」

（
平
成
23
年
９
月
）
の
な
か
で
、

救
急
車
を
利
用
す
る
理
由
と
し

て
「
救
急
車
で
病
院
に
行
っ
た

方
が
優
先
的
に
診
て
く
れ
る
と

思
っ
た
か
ら
」
と
い
う
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。｢

救
え
る
命｣

を

救
う
た
め
に
も
、
救
急
車
は
緊

急
性
が
あ
る
と
き
に
利
用
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
に
よ
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
効
果

　

平
成
16
年
か
ら
医
療
従
事
者

以
外
の
方
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用

が
認
め
ら
れ
、
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
（
救
急
現
場
に
居
合
わ
せ

た
人
）
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

事
案
も
増
加
し
、
そ
の
効
果
は

顕
著
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
現
在
、
駅
、
空
港

や
市
町
村
役
場
、
公
共
施
設
、

工
場
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

「
公
証
週
間
」に
つ
い
て

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
運
用

開
始

確かな信用、確かな技術

〒969-0102  泉 崎 村 大 字 関 和 久 字 瀬 知 房 ５
 TEL 54-1101　 FAX 54-1103株式会社 兼 千

かね せん

上　下　水　道　／　設　備　工　事　／　土 木 と び 工 事

結
核
は
日
本
の
重
大

な
感
染
症
で
す

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
で
す
」

案　
　

内

《ホームページ》

《メール》
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ア
な
ど
、
様
々
な
場
所
へ
の
設

置
が
進
ん
で
お
り
、
ま
た
様
々

な
形
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
必

要
に
な
っ
た
場
合
に
慌
て
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
身

近
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
位
置
や
形
を
確
認
し
て
お
き
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
尊
い
命
を

救
う
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

火
事
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

問
矢
吹
消
防
署
泉
崎
中
島
分
署

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
９
７
８

　

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応

援
セ
ン
タ
ー
で
は
「
働
き
た

い
！
」
あ
な
た
の
就
職
を
応
援

す
る
た
め
、
担
当
者
に
よ
る
登

録
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

福
島
県
内
事
業
所
へ
の
就
職

や
再
就
職
に
関
す
る
お
悩
み
に
、

専
任
の
相
談
員
が
き
め
細
や
か

に
対
応
し
ま
す
。
ご
利
用
は
無

料
で
す
の
で
、
ひ
と
り
で
抱
え

込
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
15
日
㈭

　
　
　
　

13
：
00
～
17
：
00

◆
会
場　

矢
吹
町
文
化
セ
ン

タ
ー
第
２
楽
屋

◆
費
用　

無
料

問
ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援

セ
ン
タ
ー
白
河
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
７
・
０
０
４
１

【
乙
種
第
４
類
試
験
】

◆
試
験
日　

11
月
７
日
㈯

◆
会　

場　

東
京
第
一
ホ
テ
ル

新
白
河

◆
受
付
期
間

・
書
面
申
請
：
９
月
９
日
㈬
～

９
月
18
日
㈮

・
電
子
申
請
：
９
月
６
日
㈰
～

９
月
15
日
㈫

◆
申
込
方
法

　

受
験
願
書
と
試
験
案
内
は
、

各
消
防
署
・
分
署
に
ご
ざ
い
ま

す
。

　

試
験
の
申
込
先
は
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
福
島
県
支
部
で

す
。
（
☎
０
２
４
・
５
２
４
・

１
４
７
４
）

【
受
験
準
備
講
習
会
】

　

白
河
地
方
消
防
防
災
協
会
危

険
物
部
会
主
催
の
試
験
準
備
講

習
会
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た

し
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
者
は

試
験
願
書
と
は
別
に
、
申
込
書

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

試
験
準
備
講
習
会
の
申
込
書

は
、
消
防
署
・
分
署
に
ご
ざ
い

ま
す
。

◆
対
象
者

　

乙
種
第
４
類
受
験
者

◆
講
習
日
時

　

10
月
７
日
㈬
・
８
日
㈭

　

9
：
00
～
16
：
50

◆
受
付
期
間

　

８
月
17
日
㈪
～
10
月
2
日
㈮

※
定
員
40
名
と
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

◆
講
習
会
場　

西
郷
村
文
化
セ

ン
タ
ー

◆
講
習
会
費

　

白
河
地
方
消
防
防
災
協
会
危

険
物
部
会
会
員 

２
，０
０
０
円

会
員
以
外 

４
，０
０
０
円

◆
テ
キ
ス
ト

　

乙
種
第
４
類
危
険
物
受
験
教

科
書
２
０
２
０
年
版
（
向
学

院
・
定
価
１
，８
０
０
円
）

※
テ
キ
ス
ト
は
、
消
防
本
部
・

消
防
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す

の
で
お
早
め
に
購
入
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
通
知　

受
講
者
に
は
申
込
受

付
後
に
、
受
講
番
号
、
内
容
等

を
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
通
知
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
等
に
よ
り
中
止
と
な

る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
白
河
地
方
消
防
防
災
協
会

（
白
河
消
防
本
部
内
）

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
２
１
７
０

就
職
支
援
に
お
け
る

登
録
会

危
険
物
取
扱
者
試
験

及
び
試
験
準
備
講
習

会
の
実
施
に
つ
い
て

道路の穴ぼこを見つけたら
　下記のような危険な状況の道路を
発見したらご一報ください。
　・穴ぼこや大きな亀裂がある
　・倒木がある　など

連絡先：事業課建設水道係
（℡：53-2114）

TEL&FAX  0248-21-5143
〒969-0103　泉崎村大字北平山字下原25-1

白河装美白河装美ハウスクリーニング

お客様の喜び
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